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1．背景と研究目的 
既報の研究では，先端生体材料であるβ-リン酸三カ

ルシウム(β-TCP)の電気分極機構を解明することを目的

として，格子空孔を制御した Na イオン置換β-TCP セラミ

ックスを合成し，リートベルト法により構造精密化を行った。

β-TCP 構造中(Fig.1)の Ca(4)位置の Ca と空孔は Na 置

換度の増加とともに減少した。これらの結果は、高温で印

加される外部分極磁場の方向に沿って整列した Ca2+イオ

ンとその空孔の間に双極子モーメントが形成されるためと

推察した[1]。そこで本報では，放射光を用いて異なる分極

条件のβ-TCP 緻密質ペレットを反射法で精密化した。 
2．実験内容 
原料粉末の化学量論 HAp(Ca10(PO4)6(OH)2とβ-Ca2P2O7とを Ca/P モル比=1.50 になるように配合し，

一軸成形(100MPa,1 分間)と CIP 成形(200MPa,10 分間)でペレット状の成形

体(φ11 mm×厚み 1.3 mm)を作製し，1100℃で 24 時間焼成して焼結体を得

た。その焼結体を Fig.2 に示すように試料を電極に挟み，各種条件で分極

処理をした。分極条件は 400℃，0.1〜5k V/cm ，1h である。これらの試料

をペレットのままで X 線回折を行った。得られた回折データはリガクの

WPPF 法で結晶構造の精密化を行った。                 Fig.2  試料の分極処理                                                             
3．結果および考察 

400℃，0.1〜5kV/cm，1h の分極条件で，分極した試

料の P 面と N 面の結晶評価を行った。いずれの試料

ともβ-TCP の回折図形だけが認められた。これらの試

料について WPPF 法(リートベルト解析)を行った。β

-TCP を電気分極すると，P 面の Ca(4)の席占有率は増

加し，N 面の Ca(4)の席占有率は減少した。これらの

Ca(4)の席占有率の差をΔCa として，分極電圧との関

係を Fig.3 に示した。分極電圧を高めていくにしたが

って P面およびN面のCa(4)の席占有率の差ΔCaは増

加することがわかった。この結果と TSDC による求め

た蓄積電荷量は正の相関を示した。すなわち，電気分

極によって生じた P 面と N 面の Ca(4)の席占有率の差

が増加するにともなって分極試料の蓄積電荷量も直線的に増加することを明らかにした。なお，加熱に

よる脱分極後の試料では，Ca(4)の席占有率の差ΔCa はほぼゼロになることもわかった。 
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